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家庭や地域での実践につなげる
　

２
０
１
８
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
猛
暑

が
続
き
、
大
雨
、
台
風
、
地
震
等
の
自
然
災
害

も
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
電
気
や
ガ
ス
の
あ
る

当
た
り
前
の
生
活
の
大
切
さ
や
、
生
活
の
中
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使
う
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
の
家

庭
科
、
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）

と
も
に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

内
容
「
Ｃ
消
費
生
活
・
環
境
」
に
お
い
て
、
環

境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
の
基

礎
を
培
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
生
活
の
仕
方

を
見
直
し
、
工
夫
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態

度
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
小
学
校
で
は
、
調
理
実
習
を
振
り

返
っ
て
、
材
料
や
水
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
使

い
方
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
工
夫
を
考
え
、
家
庭
で

の
実
践
に
生
か
す
、
中
学
校
で
は
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
の
生
活
の
仕
方

に
つ
い
て
実
践
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
話
し
合

う
活
動
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
内
容
「
Ｂ
衣
食
住
の
生
活
」
に
お
い

て
、
小
学
校
で
は
自
然
を
生
か
し
た
住
ま
い
方

の
工
夫
、
中
学
校
で
は
資
源
や
環
境
に
配
慮
し

た
衣
服
の
計
画
的
な
活
用
に
つ
い
て
扱
っ
て
い

ま
す
。

　

家
庭
科
、
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教
育
と
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
実
践
的
に
学
習
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

児
童
生
徒
が
身
近
な
生
活
の
中
か
ら
課
題
を
設

定
し
、
計
画
、
実
施
、
評
価
・
改
善
と
い
う
一

連
の
学
習
過
程
を
通
し
て
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
学
校

で
の
学
習
を
家
庭
や
地
域
で
の
実
践
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

を
実
践
し
て
い
る
学
校
で
は
、
家
庭
や
地
域
に

発
信
し
、
実
践
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
一

層
深
め
、
他
教
科
等
と
も
関
連
を
図
り
、
実
践

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
夏
の
猛
暑
や
豪
雨
被
害
、
巨
大
化
・
凶
暴
化
す
る
台
風
、
そ
し

て
冬
の
寒
波
や
大
雪
…
…
。
私
た
ち
の
生
活
実
感
と
し
て
も
、
以

前
は
「
異
常
気
象
」
と
さ
れ
て
い
た
極
端
な
気
象
現
象
が
毎
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
新
の
気
象
学
に

よ
る
と
、
こ
う
し
た
気
象
現
象
の
極
端
化
の
何
割
か
は
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が

進
め
ば
、
気
象
は
さ
ら
に
凶
暴
化
し
、
地
球
上
に
人
が
住
め
な
く

な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
し
、
ど
の
よ
う
な
社
会
・
生
活
を
築
い
て

い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
持
続
可
能
」
な
生
活
の
実
現
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
が
今
こ
そ
重
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ

重
要
性
増
す

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
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―
―
２
０
１
８
年
は
、
強
烈
な
台

風
21
号
や
24
号
、
西
日
本
豪
雨
な

ど
気
象
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
に
発
生
し
た
気
象

災
害
の
中
で
、
私
が
特
に
強
調
し

た
い
の
は
、
７
月
上
旬
に
西
日
本

を
襲
っ
た
西
日
本
豪
雨
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
豪
雨
が
あ
る
地
域
だ
け
に

集
中
し
て
雨
が
降
る
『
一
点
集
中
』

豪
雨
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
西
日
本

豪
雨
は
い
わ
ば
『
同
時
多
発
』
豪

雨
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。
気
象
庁
は
、
各
月

10
日
間
ご
と
の
降
雨
量
を
旬

間
デ
ー
タ
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

全
国
の
気
象
観
測
地
点
ア
メ
ダ
ス

（
自
動
気
象
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ

ム
）
の
降
雨
量
の
総
和
（
※
）
が
、

西
日
本
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
７

月
上
旬
は
20
万
８
０
３
５
㍉
㍍
に

達
し
た
の
で
す
。

　
こ
れ
を
最
近
の
豪
雨
災
害
と
比

較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
17
年
７
月

上
旬
・
九
州
北
部
豪
雨
の
時
は

９
万
８
８
０
㍉
㍍
、
15
年
９
月
上

旬
の
鬼
怒
川
が
決
壊
し
た
関
東
・

東
北
豪
雨
の
時
は
13
万
２
９
５
６

㍉
㍍
、
広
島
で
大
規
模
な
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
14
年
８
月
上
旬
で

も
17
万
４
０
４
７
㍉
㍍
で
し
た
か

ら
、
群
を
抜
い
た
大
雨
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

―
―
西
日
本
豪
雨
は
、
ど
う
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
か
。

　
こ
の
よ
う
な
豪
雨
は
、
１
０
０

年
に
１
回
起
こ
る
か
ど
う
か
の
異

常
性
を
持
っ
た
降
雨
な
の
で
す
が
、

そ
の
頻
度
が
10
年
に
１
回
、
ま
た

数
年
置
き
に
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

　
多
く
の
気
象
学
者
が
、
温
暖
化

が
関
係
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
最
新
の
気
象
学
で
は
、
気
象

現
象
を
シ
ミュレ
ー
シ
ョン
で
温
暖
化

し
て
い
な
か
っ
た
場
合
と
比
較
し
て

い
ま
す
。
シ
ミュレ
ー
シ
ョン
の
結
果
、

災
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
気
象
現

象
に
つ
い
て
、
温
暖
化
が
２
～
３
割

程
度
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

―
―
今
の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

す
れ
ば
、
温
暖
化
は
さ
ら
に
進
み

ま
す
。
気
象
災
害
は
ま
だ
増
え
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
自
然
は
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス

で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
いっ

た
ん
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
と
、
坂
を
転

げ
る
石
の
よ
う
に
大
き
く
変
化
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
は
、
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
ギ
リ
ギ
リ
の
縁
に
立
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
。
今
後
、
さ
ら
に

酷
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
豪
雨
以
外
に
も
、
最
近
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
猛
暑
や
干
ば
つ
な

ど
、
世
界
各
地
で
影
響
が
出
て
い

ま
す
。

―
―
温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
考
え
る
と
、
発
電
時
に
二
酸
化

炭
素
を
出
さ
な
い
原
子
力
発
電
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
必
要
に
な
り

ま
す
ね
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に
つ
い
て
い

え
る
こ
と
は
、
温
暖
化
と
い
う
問

題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
国
で
は
、
冬
の
石
炭
に
よ
る

煤す
す
や
Ｐ
Ｍ
２・
５
で
呼
吸
器
系
の
疾

患
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
石
炭
に
よ
る
大
気
汚
染
は
、
環

境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
大
気
汚
染
対
策
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
環
境
に
対
す
る

コ
ス
ト
を
掛
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　
反
対
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
重

要
な
電
源
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
安
定
し
た
電
力
供
給
は
で
き
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
リ

ス
ク
と
利
益
が
存
在
し
ま
す
が
、
ゼ

ロ
リ
ス
ク
を
求
め
る
と
間
違
っ
た
方

向
に
向
か
い
ま
す
。
感
情
に
流
さ
れ

ず
、
中
立
的
に
正
し
く
評
価
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
原
子
力

発
電
は
、
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
ま
せ
ん
。
い
ま
あ
る
原

子
力
発
電
所
は
安
全
性
を
確
認
し

て
、
使
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
行
っ

て
い
る
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
ま
ず
、
み
な
さ
ん
に
は
、
物
事

を
科
学
的
に
考
え
る
こ
と
と
、
そ

の
た
め
に
好
奇
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
が
接
し
て
い
る
気
象
学
は
、

ま
さ
に
「
成
長
す
る
科
学
」。
経
験

値
か
ら
数
量
化
・
定
量
化
し
て
い

く
学
問
で
す
。「
ど
う
し
て
高
い
山

の
頂
上
は
寒
い
の
か
」、「
内
陸
部

は
沿
岸
部
よ
り
寒
く
て
暑
く
な
る

の
か
」
な
ど
好
奇
心
を
持
て
る
教

育
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

う
し
て
科
学
的
に
考
え
る
こ
と
で
、

感
情
に
流
さ
れ
な
い
、
科
学
的
な

も
の
の
見
方
・
判
断
が
で
き
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
多
く
の
人
が
科

学
に
向
き
合
う
た

め
に
は
、
専
門
家

と
一
般
の
人
の
間

の
橋
渡
し
が
必
要

で
す
が
、
私
も
そ

の
橋
渡
し
役
に
な

り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

気
象
災
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
猛
暑
、
豪
雨
、
ス
ー
パ
ー
台
風

…
…
。
実
感
と
し
て
「
温
暖
化
が
影
響
し
て
い
そ
う
だ
」
と
想
像

で
き
ま
す
。
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
草
分
け
的
な
存
在
で
、
今
も
家
庭

に
分
か
り
や
す
い
天
気
予
報
を
届
け
て
い
る
気
象
予
報
士
の
森
田
正

光
さ
ん
は
「
気
象
災
害
は
温
暖
化
が
２
～
３
割
影
響
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
指
摘
し
ま
す
。
昨
今
の
気
象
の
特
徴
や
温
暖
化

と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

百年に１度の災害が頻発

中
立
的
に
正
し
い
評
価
を

「
温
暖
化
っ
て

　
 

ど
う
い
う
こ
と
？
」

森田　正光氏（もりた・まさみつ）
１９５０年名古屋市生まれ。日本気象協会
を経て１９９２年に初のフリーお天気キャス
ターに。親しみやすいキャラクターと個性的
な解説で人気を博す。ＴＢＳテレビ「Ｎスタ」
にレギュラー出演。講演活動、著作も多数。
近著に「天気のしくみ（Web動画付）」。

気象予報士
森田 正光さんに聞く
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※
ア
メ
ダ
ス
の
う
ち
、
以
前
か
ら
の
比
較
が
可

能
な
全
国
９
６
６
地
点



　
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
は
、
電
気

新
聞
創
刊
１
０
０
周
年
の
記
念
行

事
と
し
て
開
始
、
13
回
目
を
迎
え

た
。
選
考
基
準
は
、
①
学
校
全
体

に
お
け
る
位
置
づ
け
②
学
習
の
内

容
③
創
意
工
夫
の
あ
り
方
④
活
動

の
継
続
性
⑤
地
域
や
企
業
と
の
連

携
︱
︱
の
各
項
目
だ
。

　
今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
に

は
、
小
学
校
13
校
、
中
学
校
10
校
、

高
校
・
高
専
22
校
の
合
計
45
校
か

ら
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
２
校

は
、
学
校
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

を
推
進
。
学
年
や
課
程
に
合
わ
せ

て
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築

し
、
地
域
や
企
業
、
関
係
機
関
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
学
習
効
果
を

上
げ
て
い
る
。

　
小
学
校
の
部
は
、「
上
位
校
の
レ

ベ
ル
が
高
い
」（
小
田
委
員
）
と
い

う
中
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
中

央
台
東
小
学
校
は
、「
15
年
と
い
う

長
い
活
動
で
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
」（
東
嶋
委
員
）
の
に
加
え
、

６
年
間
の
し
っ
か
り
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
点
、
保
護

者
・
外
部
と
の
連
携
と
情
報
発
信

に
積
極
的
な
点
な
ど
、
総
合
的
に

高
い
評
価
を
得
た
。

　
い
わ
き
市
か
ら
、
第
７
回
で
最

優
秀
を
受
賞
し
た
小
名
浜
第
一
小

学
校
に
加
え
、
今
回
新
た
に
郷
个

丘
小
学
校
が
初
め
て
の
応
募
で
優

秀
賞
に
入
賞
。「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

共
有
が
で
き
て
い
て
、
面
的
に
広

が
っ
て
い
る
」（
木
村
委
員
）
と
、

地
域
の
取
り
組
み
の
充
実
を
評
価

す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
、「
社
会
科
の
ア
プ
ロ
ー
チ

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
を
捉
え
、

真
正
面
か
ら
原
子
力
を
考
え
て
い

る
」（
廣
江
委
員
）
仙
台
市
立
南

小
泉
小
学
校
と
、「
毎
年
の
積
み
重

ね
で
、活
動
内
容
の
充
実
が
分
か
る
」

（
澁
澤
委
員
）
札
幌
市
立
円
山
小

学
校
を
「
惜
し
く
も
２
番
手
」（
有

馬
委
員
長
）
と
評
価
し
た
。

磨
き
増
し
た
西
京
高
附

　
中
学
校
の
部
は
、
第
12
回
で
選

考
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
た
２

校
、
西
京
高
等
学
校
附
属
中
学
校

と
和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校
に
注

目
が
集
ま
っ
た
が
、「
活
動
に
広
が

り
が
あ
り
、
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
」

（
東
嶋
委
員
）、「
中
学
校
と
し
て

こ
の
上
な
い
活
動
」（
小
田
委
員
）、

「
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
先
生
ら

が
他
教
科
を
意
識
し
て
い
る
」（
木

村
委
員
）
な
ど
、「
１
年
で
磨
き
が

掛
か
っ
た
」（
澁
澤
委
員
）
西
京
高

等
学
校
附
属
中
学
校
に
全
会
一
致

で
決
ま
っ
た
。

優
秀
賞
２
校
に
特
別
賞

　
一
方
、
22
校
の
応
募
が
あ
っ
た
高

校
・
高
専
の
部
で
は
、
第
一
次
選

考
委
員
会
で
最
高
点
だ
っ
た
湧
別

高
等
学
校
の
扱
い
が
焦
点
に
。
有

馬
委
員
長
は
じ
め
最
優
秀
に
推
す

声
も
あ
っ
た
が
、「
小
中
学
校
の
部

の
最
優
秀
と
比
較
す
る
と
、
最
後

の
一
押
し
が
足
り
な
い
」
と
い
う
意

見
も
あ
り
、
次
年
度
への
上
積
み
を

期
待
し
て
の
選
考
委
員
会
特
別
賞

に
。
逆
に
、
全
校
的
な
取
り
組
み

で
な
い
も
の
の
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ド
研
究
の
専
門
性
・
先
端
性
を
評

価
し
、
和
歌
山
工
業
高
専
へ
も
選

考
委
員
会
特
別
賞
を
贈
る
こ
と
に

し
た
。

　
第
10
回
最
優
秀
賞
受
賞
後
も
、

「
人
材
育
成
に
成
果
を
挙
げ
て
い

る
」（
熊
野
委
員
）
富
山
高
等
専

門
学
校
を
最
優
秀
に
推
す
意
見
も

あ
り
、
有
馬
委
員
長
は
「
高
等
専

門
学
校
か
ら
ぜ
ひ
、
最
優
秀
が
出

て
ほ
し
い
」
と
講
評
し
た
。

　

日
本
電
気
協
会
（
電
気
新
聞
）
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
む
全
国
の
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
を
表
彰
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
」
を
２
０
０
６

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
13
回
目
と
な
る
２
０
１
８
年
度
も
都
内
で
選
考
委
員
会
（
委
員
長 

有

馬
朗
人
・
元
文
部
大
臣
）
を
開
き
、
小
学
校
の
部
11
校
、
中
学
校
の
部
５
校
、
高
校
・
高
専
の
部

８
校
の
入
賞
を
決
め
た
。
こ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に
小
学
校
の
部
で
い
わ
き
市
立
中
央
台
東
小
学

校
、
中
学
校
の
部
で
京
都
市
立
西
京
高
等
学
校
附
属
中
学
校
の
２
校
を
選
ん
だ
。
高
校
・
高
専
の

部
は
最
優
秀
賞
に
一
歩
お
よ
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
優
秀
賞
の
中
か
ら
北
海
道
湧
別
高
等
学
校
と
和

歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
の
２
校
に
選
考
委
員
会
特
別
賞
を
贈
る
こ
と
と
し
た
。

継続を評価、中央台東小

日本電気協会主催

主催＝一般社団法人日本電気協会（電気新聞）
後援＝経済産業省、文部科学省、環境省、日本エネルギー環境教育
学会、独立行政法人国立高等専門学校機構、一般財団法人省エネル
ギーセンター、電気事業連合会、一般財団法人電力中央研究所、一
般社団法人新・エネルギー環境教育情報センター
特別協力＝日本教育新聞社

選考委員（５０音順）
有馬朗人氏（武蔵学園長、元文部大臣）＝選考委員長
小田公彦氏（山形大学客員教授）
木村孟氏（大学改革支援・学位授与機構顧問・名誉教授）
澁澤文隆氏（日本エネルギー環境学会長、帝京大学教職大学院教授）
熊野善介氏（静岡大学教授）
東嶋和子氏（科学ジャーナリスト）
廣江　譲氏（電気事業連合会副会長）

第12回エネルギー教育賞受賞校
●最優秀賞（正賞の盾および副賞50万円）
【小学校の部】
いわき市立中央台東小学校（福島県）

【中学校の部】
京都市立西京高等学校附属中学校（京都府）
【高校・高専の部】該当なし

●優秀賞（表彰状および副賞10万円）
【小学校の部】
札幌市立円山小学校（北海道）
仙台市立南小泉小学校（宮城県）
いわき市立小名浜第一小学校

（福島県）
いわき市立郷ヶ丘小学校（福島県）
京都市立朱雀第四小学校（京都府）
大阪市立東粉浜小学校（大阪府）
大阪市立みどり小学校（大阪府）
八尾市立曙川小学校（大阪府）
三豊市立麻小学校（香川県）
大牟田市立明治小学校（福岡県）

【中学校の部】
西東京市立田無第一中学校（東京都）
常翔学園中学校（大阪府）
和歌山県立向陽中学校（和歌山県）
佐世保市立早岐中学校（長崎県）

【高校・高専の部】
北海道湧別高等学校（北海道）
　※選考委員会特別賞
福島県立安達高等学校（福島県）
筑波大学附属聴覚特別支援学校

（千葉県）

富山高等専門学校（富山県）
西宮市立西宮東高等学校（兵庫県）
兵庫県立洲本実業高等学校（兵庫県）
和歌山工業高等専門学校（和歌山県）
　※選考委員会特別賞
沖縄県立沖縄工業高等学校（沖縄県）

玄
関
に
あ
る
水
素
ゴ
ー
カ
ー
ト
な
ど
児
童
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
興
味
付
け
も
豊
富
な
中
央
台
東
小

学
校

ユ
ニ
ク
ロ
の
古
着
回
収
な
ど
保
護
者
の
共
感
を
得
る

幅
広
い
活
動
が
評
価
さ
れ
た
西
京
高
校
附
属
中
学
校

「第13回エネルギー教育賞」
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全
学
年
体
制
で

　
研
修
主
任
の
高
橋
美
保
教
諭
が

主
導
し
、
全
学
年
が
工
作
や
体
験
・

実
験
を
取
り
入
れ
た
学
習
を
展
開

し
て
い
る
。
長
い
ス
パ
ン
で
興
味
や

関
心
、
意
欲
が
持
続
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
た
。
17
年
度
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
校
、
18
年
度

か
ら
福
島
県
の
復
興
教
育
支
援
事

業
の
「
先
駆
け
の
地
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
モ
デ
ル
校
」
の

指
定
を
受
け
、
取
り
組
み
が
充
実
。

低
学
年
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
風
力
発
電
機

な
ど
の
工
作
を
保
護
者
参
加
型
授

業
と
し
て
実
施
。
高
学
年
は
風
力
、

地
熱
、
揚
水
、
火
力
、
廃
棄
物
の

各
発
電
所
見
学
を
行
っ
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
は
総
合
的

な
学
習
の
時
間
だ
。
総
合
を
中
心

に
国
語
、
社
会
、
理
科
な
ど
を
関

連
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
産
業
や
環

境
、
生
活
に
果
た
す
役
割
を
重
層

的
に
理
解
さ
せ
る
。５
、６
年
生
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
自
分
の
意

見
を
提
言
と
し
て
広
く
呼
び
か
け
、

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
公
開
授
業
を
行
っ
た
５
年
生
担

任
の
鈴
木
孝
穂
教
諭
は
「
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
る
こ
と
で
思
考
力
を
、
ま

た
発
表
を
通
じ
て
表
現
力
や
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
強
調
す
る
。
６
年

生
に
な
る
と
化
石
燃
料
資
源
の
有

効
活
用
や
少
資
源
国
日
本
に
お
け

る
発
電
方
法
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
な
ど
に
つ
い
て
考
え
を
ま
と
め
、

保
護
者
や
下
級
生
に
向
け
て
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョン
を
行
っ
て
い
る
。

　「
低
学
年
か
ら
培
っ
た
知
識
を
６

年
生
が
下
の
学
年
に
示
す
と
い
う
シ

ス
テ
ム
と
、
し
っ
か
り
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
で
き
て
い
る
の
で
、
教
員
が

異
動
に
な
っ
て
も
継
続
し
た
活
動

が
可
能
」
と
江
尻
校
長
。
啓
発
活

動
も
児
童
が
主
体
的
に
行
い
、
伝

統
と
な
る
こ
と
で
15
年
間
続
く
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
。

放
射
線
教
育
も
充
実

　
同
校
は
、
東
日
本
大
震
災
・
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
時

に
避
難
し
て
き
た
被
災
児
童
が
全

校
児
童
の
約
１
割
を
占
め
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
推
進
す
る
に

当
た
っ
て
被
災
児
童
に
配
慮
す
る
一

方
、
震
災
後
は
放
射
線
教
育
に
も

重
点
を
置
い
た
。
石
川
哲
夫
氏
を

招
い
た
５
年
生
対
象
の
放
射
線
講

座
に
加
え
、
６
年
生
は
原
子
力
発

電
所
の
モ
デ
ル
や
放
射
線
に
つ
い
て

詳
し
く
学
べ
る
「
コ
ミュ
タ
ン
福
島
」

（
三
春
町
）
で
体
験
学
習
を
実
施
、

理
解
を
深
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
対

す
る
児
童
の
興
味
を
高
め
る
た
め
、

水
素
燃
料
自
動
車
や
発
電
お
も

ち
ゃ
を
展
示
し
た
実
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
全
校
集
会
で
教
師
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
実
験
を
行
う
ほ
か
、
校
内

地
下
の
雨
水
プ
ー
ル
や
屋
上
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
見
学
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
組
み
込
む
な
ど
の
環
境
整
備
も

行
っ
て
い
る
。

外
部
連
携
と
情
報
発
信

　
同
校
の
特
徴
の
一つ
が
、
幅
広
い

外
部
と
の
連
携
。
大
学
や
企
業
、

研
究
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
出
前

授
業
や
見
学
な
ど
体
験
型
学
習
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
や
地

域
に
対
し
て
広
く
啓
発
を
図
り
、

取
り
組
み
を
そ
の
都
度
ホ
ー
ム
ペー

ジ
に
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
外
部
発

信
に
も
積
極
的
だ
。

　
い
わ
き
市
の
中
央
部
、
丘
陵
地
を
切
り
開
い
た
新
興
住
宅
地
に
位
置
す
る

い
わ
き
市
立
中
央
台
東
小
学
校
（
江
尻
陽
子
校
長
）。
学
校
に
は
雨
水
利

用
設
備
や
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
行

う
最
適
な
環
境
に
あ
る
。
２
０
０
４
年
４
月
の
開
校
時
、
初
代
校
長
の
石

川
哲
夫
氏
（
現
い
わ
き
明
星
大
学
特
任
教
授
）
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
。

以
来
、
15
年
間
に
わ
た
っ
て
工
夫
改
善
を
重
ね
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
の
実
践
を
続
け
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
い
わ
ば
「
伝
統
校
」
だ
。

いわき市立中央台東小学校
開
校
か
ら
15
年
エ
ネ
教
育
を
継
続

〒 970-8047　福島県いわき市中央台高久二丁目 24
江尻　陽子校長
児童数　403 人

　
本
校
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
雨

水
プ
ー
ル
を
有
す
る
エ
コ
ス

ク
ー
ル
で
あ
り
、
開
校
以
来
15

年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を

実
践
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
伝

統
校
で
す
。

　
今
年
度
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

施
設
の
見
学
や
高
専
・
大
学
・

企
業
・
石
油
連
盟
等
団
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
全
学
年
体
制

で
実
験
体
験
・
も
の
づ
く
り
を

行
い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
授
業

展
開
に
よ
る
児
童
の
意
欲
喚
起

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
栄
誉
あ
る
最
優

秀
賞
受
賞
を
励
み
に
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
よ
り

一
層
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。

江尻陽子校長

全
校
集
会
で
は
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
実
験
な
ど
の
科
学

実
験
。
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
工
夫
も

企
業
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
研
究
機
関
な
ど
と
の

連
携
も
密
（
写
真
は
福
島
高
専
に
よ
る
出
前
授
業
）

壁新聞の内容を評価し合う児童。ビジュアルを駆使した新聞は大人顔負け

第13回エネルギー教育賞　小学生の部

学校の概要（2018年度）

4



　
同
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、

「
基
本
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
は
教
科
の
中
で
行
い
、
総
合
の

時
間
は
使
わ
な
い
こ
と
」
と
技
術

科
の
岡
田
高
芳
教
諭
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教
育
委

員
会
を
中
心
に
、
各
教
科
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
の
関
連
事
項
と
指

導
の
流
れ
を
共
有
。「
教
員
同
士
の

仲
が
よ
く
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
に
も
協
力
的
」（
岡
田

教
諭
）
と
い
う
風
通
し
の
よ
さ
も
、

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
進
め
る
の

に
役
立
っ
て
い
る
。

議
論
通
じ
深
い
学
び

　
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
生

活
や
社
会
に
つ
な
が
る
課
題
を
発

見
し
、
解
決
し
て
い
く
力

を
養
う
活
動
だ
。

　
そ
の一
例
と
し
て
、
18
年

度
に
は
、
幼
児
に
対
す
る

生
徒
自
作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

活
動
を
新
た
に
実
施
し

た
。
絵
本
を
制
作
す
る
段

階
で
、
内
容
を
把
握
・
議
論
し
、

自
分
た
ち
が
伝
え
た
い
テ
ー
マ
を
明

確
化
。
幼
児
に
も
理
解
で
き
る
よ

う
、
自
分
の
言
葉
に
置
き
換
え
て
い

く
こ
と
で
、考
え
も
磨
か
れ
て
い
く
。

　
議
論
し
、
解
決
し
て
い
く
授
業

を
通
じ
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

を
考
え
る
な
ど
『
入
り
口
』
だ
け

で
な
く
、
高
レ
ベル
放
射
性
廃
棄
物

の
問
題
な
ど
『
出
口
』
ま
で
考
え

さ
せ
て
い
る
」
と
岡
田
教
諭
。「
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
明
確
な
解
答
が
な
い

問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
強
調
す
る
。

外
部
連
携
も
強
化

　
企
業
や
大
学
、
高
校
な
ど
と
の

連
携
も
活
発
だ
。
先
端
企
業
や
研

究
機
関
が
多
く
集
ま
る
京
都
と
い

う
地
の
利
も
あ
り
、「
学
校
の
目
の

前
に
本
社
が
あ
る
島
津
製
作
所
を

は
じ
め
、
先
端
の
研
究
を
行
っ
て
い

る
人
に
接
す
る
の
は
生
徒
の
刺
激

に
な
っ
て
い
る
」
と
竹
田
校
長
。
３

年
次
に
実
施
す
る
東
京
へ
の
研
修

旅
行
で
は
、
実
際
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
の
先
端
企
業
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
を
取
り
、
訪
問
し
た
生
徒
も
。

竹
田
校
長
は
「
将
来
、
自
分
が
何

を
目
指
す
の
か
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
し
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
て
い

る
」
と
評
価
す
る
。

　
18
年
度
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
「
届
け
よ
う
、
服
の
チ

カ
ラ
」
プ
ロ
ジェ
ク
ト
に
参
加
、
洋

服
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
「
普
段
以

上
に
保
護
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
に
対
す
る
興
味
が一
気
に
高
ま
っ

た
」（
家
庭
科
・
八
日
市
律
子
教

諭
）
と
い
う
。
さ
ら
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
モ
デ
ル
校
の
京
都
市
立
京
都

工
学
院
高
等
学
校
や
京
都
工
芸
繊

維
大
学
と
も
交
流
。「
先
輩
た
ち

か
ら
の
刺
激
で
、
自
分
た
ち
の
進

路
が
見
え
て
き
た
よ
う
」（
岡
田
教

諭
）
と
い
う
効
果
も
も
た
ら
し
て
い

る
。
地
層
処
分
の
授
業
も
取
り
入

れ
、
現
実
的
な
環
境
に
対
し
て
も

討
論
を
深
め
て
い
る
。

興
味
は
手
作
り
教
材
か
ら

　
こ
う
し
た
「
深
い
学
び
」
の
入

り
口
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
八
日
市
、

岡
田
両
教
諭
の
手
作
り
教
材
。
家

庭
科
の
「
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
都

市
」
立
体
模
型
は
、
八
日
市
教
諭

が
制
作
し
た
教
材
を
元
に
、
今
年

度
は
生
徒
自
ら
が
制
作
し
た
。
前

年
度
に
引
き
続
き
、
八
日
市
教
諭

が
絵
本
教
材
を
制
作
。「
コ
ン
セ
ン

ト
の
向
こ
う
に
は
」「
発
電
く
ん
の

自
己
紹
介
」「
教
え
て
！
原
子
力
発

電
っ
て
何
？
」
な
ど
、
入
り
口
で
つ

ま
ず
き
や
す
い
テ
ー
マ
を
、
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
も
の
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
環
境
に
対
す
る
興
味
醸
成

に
役
立
て
て
い
る
。

　
保
護
者
と
の
相
互
発
信
も
活
発

で
保
護
者
説
明
会
や
ホ
ー
ム
ペー
ジ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
通
信
だ
け
で
な
く
、
学

習
プ
リ
ン
ト
に
も
保
護
者
欄
を
設

置
。「
家
庭
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

環
境
に
対
す
る
興
味
が
深
ま
っ
た

と
い
う
保
護
者
が
多
い
」（
八
日
市

教
諭
）
と
、「
実
践
」
面
で
の
効
果

も
出
て
い
る
。

　

京
都
市
立
西
京
高
校
附
属
中
学
校
（
竹
田
昌
弘
校
長
）
は
、
公
立
の
中

高
一
貫
校
だ
。
同
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
は
通
常
の
授
業
の
中
で
行
い
、

技
術
・
家
庭
科
（
技
術
分
野
・
家
庭
分
野
）
を
中
心
に
理
科
と
社
会
科
、

美
術
科
の
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
度
の
第

12
回
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
の
選
考
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
後
、
活
動
を
さ
ら

に
充
実
。
生
徒
が
幼
児
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
絵
本
を
読
み
聞
か
せ

る
活
動
を
行
う
な
ど
、
自
発
性
を
強
化
し
た
。
生
活
や
社
会
に
つ
な
が
る

課
題
を
発
見
、
解
決
す
る
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
体
現
し
て
い
る
。

京都市立西京高等学校附属中学校 ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
活
用

教
科
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
完
結

〒 604-8437　京都市中京区西ノ京東中合町 1
竹田 昌弘 校長
生徒数　357 人

　
本
校
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

教
育
を
「
持
続
可
能
な
社
会
に

向
け
て
主
体
的
に
考
え
、
判
断

し
、
行
動
し
て
い
く
た
め
の
力

の
育
成
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
技

術
・
家
庭
科
を
核
と
し
て
理
科
・

社
会
科
・
美
術
科
等
の
指
導
者

が
共
通
の
理
念
に
立
っ
て
計
画

的
、
関
連
的
、
交
差
的
に
指
導

し
て
い
く
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
手
法
を
と
り
、
ま
た
外
部

（
企
業
や
研
究
機
関
、
大
学
等
）

の
専
門
機
関
と
積
極
的
に
連
携

を
と
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
過
程
で
と
り
わ
け
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
生
徒
の
興
味
・

関
心
が
向
上
し
、
そ
の
課
題
設

定
、
解
決
に
向
け
た
主
体
的
な

行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
栄
誉
あ
る
最
優
秀

賞
受
賞
を
本
校
の
自
信
と
励
み

と
し
て
更
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
を
推
進
し
て
く
所
存
で
す
。

竹田昌弘校長

都
市
模
型
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
配
置
し
て
い
く
こ
と

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
基
本
が
学
べ
る
家
庭
科
の
授
業

幼
児
に
対
し
て
自
作
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
生
徒
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北
海
道
湧
別
高
等
学
校
（
木
幡

か
お
る
校
長
）
は
、
北
海
道
の
北

東
部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖

に
面
し
た
漁
業
と
酪
農
、
農
業
の

盛
ん
な
湧
別
町
に
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
と
い
う
こ
と
で
大
規
模
発

電
所
や
連
携
で
き
る
研
究
機
関
が

遠
い
と
い
う
ハ
ン
ディ
が
あ
る
一
方
、

地
域
に
点
在
し
て
い
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
や
北
海
道
電
力

な
ど
地
域
事
業
者
と
の
連
携
を
密

に
し
、
普
通
科
高
校
で
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を

志
向
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
年
間

取
り
組
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ

ル
校
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
理
科

を
中
心
に
、
社
会
科
（
現

代
社
会
、
政
治
経
済
）、

家
庭
科
の
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
構
成
。
１
学
年
か

ら
３
学
年
ま
で
系
統
的
に

学
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

「
学
校
が
小
規
模
で
教
員

の
人
数
が
少
な
く
、
独
自

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
割
合
が
多

い
の
で
取
り
組
み
や
す
か
っ

た
」（
上
田
浩
人
教
諭
）
と

い
う
。

　
中
心
に
な
る
理
科
で
は
、

体
験
学
習
や
実
験
な
ど
を

積
極
的
に
導
入
し
た
。
地
域
の
牧

場
で
行
っ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

や
興
部
町
の
風
力
発
電
な
ど
を
見

学
す
る
一
方
、
連
立
型
中
高
一
貫
校

と
い
う
特
徴
を
生
か
し
て
学
ん
だ

成
果
を
中
学
生
に
発
表
。
地
域
に

根
ざ
し
た
教
育
も
達
成
し
て
い
る
。

　
大
型
発
電
所
や
研

究
施
設
か
ら
遠
い
と

い
う
点
は
、
教
員
の

工
夫
で
カ
バ
ー
し
て

い
る
。
生
徒
が
体
験

で
き
な
い
代
わ
り
に
、

教
員
が
赴
い
て
教
材

化
し
、
授
業
に
用
い

る
こ
と
で
克
服
し
た
。

教
材
は
、
近
隣
の
理

科
教
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
共
有
し
、
取
り

組
み
を
水
平
展
開
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
経
験
は
、

２
０
１
８
年
９
月
の
大
停
電
で
も

活
か
さ
れ
た
。「
生
徒
た
ち
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
命
に
直
結
す
る
も
の
と

実
感
で
き
た
」（
上
田
教
諭
）
と
の

こ
と
。
そ
の
上
で
、
生
徒
会
が
炊

き
出
し
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
電
池
を
活

用
し
た
照
明
を
提
供
す
る
と
い
っ

た
活
動
を
展
開
。
実
践
を
伴
っ
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
も
役
立
っ
て

い
る
。

　
和
歌
山
県
中
部
・
御
坊

市
に
位
置
す
る
和
歌
山
工

業
高
等
専
門
学
校
（
角
田

範
義
校
長
）
は
、
和
歌
山

県
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
の
中

核
を
成
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
も
重
要
な
工
学
教
育
の

一
環
と
位
置
づ
け
、
15
年

度
か
ら
3
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
モ
デ
ル
校
と
し
て
活

動
。
18
年
度
は
、
将
来
の

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し

て
期
待
さ
れ
る
和
歌
山
県

沖
の
海
底
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
・
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
を
核
に
、

地
域
密
着
型
の
「
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　
和
歌
山
高
専
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

は
、
地
域
密
着
型
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
、
学
生
主
体
型
の
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
授
業
で
は
、
２
年
生
対
象
の
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
研
究
者
を
招
い

た
特
別
講
義
や
3
年
生
を
対
象
に

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向
に
関
す
る
特

別
講
義
な
ど
を
実
施
。
そ
の
上
で
、

学
生
に
は
課
題
レ
ポ
ー
ト
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
や
和
歌
山
県

で
の
取
り
組
み
を
考
え
さ
せ
た
。

　
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
出
さ
れ

る
自
由
課
題
研
究
で
は
、
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
を
課
題
研
究
の
対
象

に
し
、
有
志
学
生
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
関
連
研

究
の
実
施
を
促
し
た
。
成
果
は
、

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
や
学
会
な
ど
で
発

表
す
る
こ
と
で
、
対
外
発
信
し
て
い

る
。

　
学
生
に
よ
る
地
域
の
小
中
高
生

へ
向
け
た
公
開
講
座
も
活
発
だ
。

外
部
講
師
を
招
き
、
学
生
自
ら
実

験
補
助
ス
タッ
フ
や
講
師
を
担
当
す

る
こ
と
で
、
よ
り
高
い
教
育
効
果

を
達
成
し
た
。
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
で
は
、
第
一
人
者
を
招
い
て
の
公

開
講
座
も
開
催
し
、
地
域
社
会
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
も
貢
献
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
見
学
会
も
数
多
く
実
施
。

大
阪
大
学
や
産
業
技
術
研
究
所
の

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
設
備
、
潮
岬

沖
で
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
存

在
量
を
調
査
す
る
船
へ
の
乗
り
込

み
見
学
も
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
の
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
メ
タ
ン
ハ
イ

ド
レ
ー
ト
の
関
心
が
向
上
し
た
だ
け

で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境

地
球
環
境
の
改
善
へ
向
け
た
積
極

性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

和歌山工業高等専門学校 北海道湧別高等学校

　「高校・高専の部」は、最優秀賞は「該当なし」となった。このため、「選考委員会特別賞」を受賞した２校、
北海道湧別高等学校と和歌山工業高等専門学校の活動内容を紹介する。

第13回エネルギー教育賞　高専の部
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メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
軸
に

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
探
究

普
通
科
で
実
践
可
能
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発

中
学
生
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
成
果
を
披
露

子どもから大人まで地元の人たちにメタンハイドレート実験を披露する学生たち

〒 099-6328　北海道紋別郡中湧別町中湧別南町 846-2
木幡　かおる校長
生徒数　113 人

〒 644-0023　和歌山県御坊市名田町野島 77
角田　範義校長
学生数　864 人

学校の概要（2018年度）学校の概要（2018年度）

空
き
缶
を
使
っ
た
炊
き
出
し
訓
練

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
調
査
船
で
探
査
を
体
験



　
将
来
に
向
け
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

　
２
０
１
８
年
７
月
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
指
針
を
示
し
た
「
第
５
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」同
時
達
成
へ

　
私
た
ち
が
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、「
Ｓ

（
安
全
性
）
を
大
前
提
に
、３
つ
の
Ｅ
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
経
済
効
率
性

の
向
上
、
環
境
へ
の
適
合
）」
を
満
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
実
際
は
１
種
類

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
そ
の
す
べ
て
を
満
た

す
の
は
難
し
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
、
そ
の
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
組
み
合
わ
せ
て
使
用

す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　「
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で

は
、
２
０
５
０
年
に
向
け
て
最
近
の
情

勢
変
化
を
踏
ま
え
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
を
さ

ら
に
高
度
化
す
る
た
め
に
、
①
安
全
の

革
新
②
資
源
自
給
率
・
技
術
自
給
率
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
の
多
様
性
を
確
保
③

脱
炭
素
化
へ
の
挑
戦
④
コ
ス
ト
抑
制
と
日

本
の
産
業
競
争
力
強
化
︱
︱
の
４
つ
の

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

脱
炭
素
化
へ
向
け
て

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
災
害
が
増

え
て
い
る
現
在
、
将
来
に
向
か
っ
て
最
も

関
心
が
高
い
事
柄
は
、環
境
性
、つ
ま
り
、

い
か
に
脱
炭
素
化
を
進
め
て
い
く
の
か
、

で
し
ょ
う
。
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
２
０
１
７
年
度

の
11
・
１
億
ト
ン
を
９・
３
億
ト
ン
に
削

減
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
電
源
構
成
の

22
～
24
％
に
。
同
様
に
脱
炭
素
化
の
担

い
手
で
あ
る
原
子
力
発
電
は
20
～
22
％

に
、
ま
た
石
炭
・
石
油
・
天
然
ガ
ス
の

化
石
燃
料
は
56
％
ま
で
抑
え
て
い
く
計
画

で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

主
力
電
源
に
す
る
た
め
の
低
コ
ス
ト
化
な

ど
に
取
り
組
む
一
方
、
原
子
力
発
電
は

安
全
最
優
先
の
再
稼
働
や
使
用
済
み
燃

料
対
策
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
重
要
な
要
素
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
８
年
６
月
に
国

会
で
成
立
し
た
「
改
正
省
エ
ネ
法
」
や

支
援
策
を一体
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
は
、「
２
０
５
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
80
％
削
減
す
る
」

と
い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

こ
へ
向
け
て
、
様
々
な
シ
ナ
リ
オ
を
設
け
、

日
本
の
温
暖
化
対
策
技
術
に
よ
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
停
電
」防
ぐ
た
め
に

　
２
０
１
８
年
に
は
、
９
月
６
日
に
発

生
し
た
最
大
震
度
７
の
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
よ
っ
て
、
北
海
道
全
域
で
停
電

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
21
号

の
強
風
の
影
響
で
近
畿
地
方
を
中
心
に
、

台
風
24
号
で
は
強
風
や
塩
害
な
ど
で
中

部
地
方
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
停
電
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
の
場
合
は
、
地

震
に
よ
っ
て
主
力
電
源
の
苫

東
厚
真
火
力
発
電
所
が
停

止
。
ま
た
、
主
要
な
送
電

設
備
も
遮
断
さ
れ
た
こ
と

で
、
電
気
の
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
全
域

で
の
停
電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
）
と
い
う
事
態
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、国
は「
電

力
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靭
性
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を

設
置
。
こ
れ
を
受
け
て
、
全

国
の
大
手
電
力
会
社
は
「
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
総

点
検
し
、
北
海
道
と
同
等
の
事
象
が
発

生
し
て
も
、
大
規
模
停
電
に
至
ら
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
情
報
発
信
の
迅
速
化
な
ど
の

対
策
の
ほ
か
、
中
期
的
に
は
、
各
電
力
会

社
を
つ
な
ぐ
「
連
系
線
」
の
増
強
・
活
用

拡
大
な
ど
の
検
討
や
災
害
に
強
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
な
ど
の
対
策

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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２
ペ
ー
ジ
で
気
象
予
報
士
の
森
田
正
光
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
球
温
暖
化
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
地

球
温
暖
化
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
た
め
に
は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）に
代
表
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
頻
発
す
る
台
風
被
害
や

大
停
電
に
対
し
て
、
よ
り
強
じ
ん
な
電
力
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
構
築
し
て
い
る
の
か
。
増
え
続
け
る
太
陽
光
発
電
な
ど
に
ど
う

対
応
し
て
い
る
の
か
、
現
状
を
ま
と
め
ま
し
た
。

２
０
３
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
9.3
億
㌧
へ

電
源
、化
石
燃
料
比
率
56
％
に
抑
制

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
は
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い

長
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
天
気
や
風
量
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、
発
電
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
と
い
う
欠
点

が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
電
力
会
社
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
る
電
気

は
、
常
に
需
要
（
使
用
量
）
と
供
給
（
発
電
量
）
を
一
致
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
最

悪
の
場
合
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
発
生
し
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
む
九
州
地
域
で
は
、

２
０
１
８
年
10
月
か
ら
太
陽
光
な
ど
に
よ
る
発
電
を
一
時

停
止
す
る
「
出
力
制
御
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
需
要
に

対
し
て
、
供
給
量
が
増
え
過
ぎ
、
供
給
と
需
要
を
一
致
さ
せ

る
の
が
難
し
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

九
州
電
力
は
、
優
先
給
電
ル
ー
ル
に
従
い
、

ま
ず
、
①
火
力
発
電
の
運
転
を
抑
制
・
停
止
②

揚
水
発
電
所
の
活
用
（
上
部
ダ
ム
へ
の
水
の
く

み
上
げ
）
③
九
州
と
本
州
を
結
ぶ
関
門
連
系
線
を
活
用
し

た
他
エ
リ
ア
へ
の
送
電
―
―
な
ど
の
対
策
を
実
施
。
そ
れ

で
も
供
給
量
が
上
回
る
見
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
太

陽
光
発
電
な
ど
の

出
力
制
御
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
太
陽
光

発
電
や
風
力
発
電

の
増
加
に
伴
い
、

同
様
の
対
応
が
広

が
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
に
よ
る
影
響
で
停
電
し
た
札
幌
市
内
（
２
０
１
８
年

９
月
６
日
）

メガソーラーの出力抑制という新たな課題も

停
電
回
避
へ
太
陽
光
発
電
を
制
限
?!

〜
九
州
電
力
が
「
出
力
制
御
」
実
施

「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」同
時
達
成
へ

脱
炭
素
化
へ
向
け
て

「
停
電
」防
ぐ
た
め
に

温
暖
化・災
害
と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

震災前
2010年度

2017年度

2030年度

現在

将来
20~22%

27%26%

太陽光水力

再生可能エネルギー
主力電源化
国民負担を抑制しコスト低減。送配電
ネットワークの技術的制約を克服

火 力
環境負荷を
低減
低炭素化へ、
高効率化を促
す仕組みづく
りと技術開発
を推進

原 子 力
重要なベースロード電源
安全性をすべてに優先させ、社会的信
頼を獲得。依存度低減しつつ再稼働

火 力

環境負荷を低減
低炭素化へ、高効率化を促す仕
組みづくりと技術開発を推進

9%

16%
40%32%

25%
29%28%9%

9%

22~24%

8.8　　　~9.2% 7.0%

再生可能エネル
ギー、原子力発電
からなるゼロエ
ミッション電源比
率は44％程度

16%

3%

3%

風力
1.7%

風力
3.7~4.6%

バイオマス

1.0~1.1%

地熱

石 油 石 炭 LNG 火力 原子力 再エネ
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　電気事業連合会のホームページ内で、電球をモチーフにした
キャラクター「ピカールくん」がエネルギー・環境問題を語るコー
ナー『ひらめき！ピカールくん』が人気です。かわいらしいキャ
ラクターが電力にまつわる様々な問題を視覚的に分かりやすく、
３分程度で伝える動画で、10 本が公開されています。
　さらに、Ｑ＆Ａ形式で電力・エネルギー・環境のさまざまな問
題に答えていく『ひらめき！ピカールくん』の特集ページも開設
しています。
　このページでは、これまで公開されているアニメ動画を元に「電
気の基礎！」「燃料はどこから？」『再生可能エネルギー普及すれ
ばすべて解決？』『原子力発電はどうなっているの？』『これから
どうする？エネルギー』『放射線って危ないの？』のそれぞれの
疑問に答えます。その上で、関係するアニメ動画に誘導し、おさ
らいができる仕組みです。
　さらに、『エネルギー基本計画って？』のコーナーでは、2018
年に発表された計画のポイントを分かりやすく解説しています。
　一方、授業でじっくり用いるのに適しているのが、中学生向け
動画教材『エネルギートラベラー』。エネルギーの産地や電源ご
との特徴などを学び、日本に適した発電方法の組み合わせ方を一
人ひとりに考えてもらう内容です。
　教材を使えば、50 分間の授業を組み立てられるのが特徴。身
近な電気製品を思い浮かべてもらい、電気がどこから来るのかを
考えさせた上で、資源の分布や世界のエネルギー消費量、発電方
法の特徴などを説明します。
　電気事業連合会の動画リンクページ「fepc channel」から導入
編とまとめ編に分けて視聴できます。

　エネルギー環境教育では、子どもたち自ら、調べ、考える学
習が尊重されています。一方で、ネットには偏った情報も多い
ため、できるだけ一次情報に近いデータを活用したいもの。全
国の大手電力会社（一般電気事業者）10 社で構成する電気事
業連合会は、エネルギー教育に役立つ情報やデータを「情報ラ

イブラリー」として、また、授業にも使用できる動画を「エネ
ルギー関連動画 fepc channel」としてまとめています。ここ
では、分かりやすいと評判の『ひらめき！ピカールくん』とエ
ネルギー・環境の授業にぴったりの『エネルギートラベラー』、
また環境省や経済産業省などのお役立ちサイトを紹介します。

インターネットを活用しよう！

「ピカールくん」と「エネルギートラベラー」

ひらめき！ピカールくん
http://www.fepc.or.jp/sp/pikaru/index.html

エネルギー関連動画 fepc channel
http://www.fepc.or.jp/movie/

お役立ちウェブサイト

制作 ・ 発行
一般社団法人日本電気協会新聞部（電気新聞）

メディア事業局
〒100-0006

東京都千代田区有楽町 1-7-1
TEL:03-3211-1555, FAX:03-3212-6155

www.denkishimbun.com

■ 経済産業省・資源エネルギー庁

「スペシャルコンテンツ」
http://www.enecho.meti.go.jp/about/special/

エネルギーへの関心・知識を深めるのに役立つサイト。エネルギー
政策やエネルギーに関する基礎知識を提供。「特集記事」は、専門
的な内容に踏み込む一方、「ショート記事」では関心の高い旬な
話題・用語について基礎情報を提供するも掲載しています。（週 1
回更新）

media@denki.or.jp

■ 日本原子力文化財団

「エネ百科」
https://www.ene100.jp/

エネルギーや原子力に関する情報を発信。最新のデータや図表をダウン
ロードし、そのまま講演資料やパンフレットなどに使える「原子力・エ
ネルギー図面集」のほか、高校生が同年代に向けて作成した学習教材、
原子力災害時の行動のポイントを確認できる「原子力防災シミュレーショ
ン」などさまざまなジャンルのコンテンツが充実しています。（随時更新）

■ 環境省

「こども環境省」
https://www.env.go.jp/kids/

環境省の使命や設立の経緯をまとめた「環境省について」や部署
ごとの政策、環境白書の課題を子ども向けに解説した「こども環
境白書」など、環境省と環境に関する情報を網羅しました。

■ 放射線教育支援サイト

「らでぃ」
https://www.radi-edu.jp/

中学校理科の単元に加わった「放射線」に関する教育を支援す
るサイト。全国各地の実践の紹介や指導案集、Ｑ＆Ａ集などで
現場をサポート、ユーサー登録で授業支援も受けられます。（随
時更新）

　アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で５名様に 5,000 円分の「QUO カード」
を差し上げます。締め切りは２０１９年６月末日。
　応募は E メールで。住所、氏名、電話番号を明記し、①今号を読んでの感想 ②エネルギー
環境教育へのご意見 ③今号をどちらで知ったのか——を明記して、下記のアドレスまでお送
りください。メール件名は「エネエコ新聞プレゼント」とご記入ください。
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電気事業連合会

電球をモチーフにしたキャラクター「ピカールくん」がエネルギーや環境を分かりやすく解説

中学生向けのエネルギー教育教材「エネルギートラベラー」


